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大空　林伊佐雄　

全小中学校に農園

　食育の推進と遊休農地の解消を

農業体験で自然の大切さを学ぶ

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
対
策

免
許
証
返
納
者
へ
の
特
典
を
！

21
ク
ラ
ブ
　
山
田
政
弘
　

問
　
東
入
間
署
管
内
で
の
事

故
件
数
と
死
傷
者
数
は
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
平
成

17
年
か
ら
20
年
７
月
ま
で
の

事
故
件
数
は
、
４
６
９
６
件

で
死
亡
者
は
16
名
で
あ
る
。

問
　
事
故
件
数
の
う
ち
、
運

転
ミ
ス
の
割
合
は
ど
う
か
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
両
者

の
過
失
が
多
く
、
９
割
が
運

転
ミ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
75
歳
以
上
の
割
合
は
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　

１
・
72

％
で
増
加
傾
向

に
あ
る
。

問
　
高
齢
者
の

事
故
防
止
を
図

る
上
で
、
免
許

証
の
返
納
を
促

し

て

は

ど

う

か
。

答
　
自
治
環
境

課
長
　
管
内
で

は
、
毎
年
20
名

程
度
が
返
納
し

て
い
る
の
で
、

他

市

と

連

携

し
、
検
討
し
た
い
。

問
　
返
納
者
に
は
、
住
民
基

本
カ
ー
ド
等
の
無
料
発
行
を

で
き
な
い
か
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
他
の

自
治
体
も
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
で
、
町
独
自
で
の
対

応
も
検
討
し
た
い
。

◆
救
命
手
当
有
資
格
者
シ
ー

　
ル
で
職
員
の
意
識
改
革

問
　
職
員
の
中
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
修
了
者
は
何
名
い
る
の
か
。

問
　
埼
玉
県
は
、
来
年
度
か

ら
県
内
の
全
小
中
学
校
に
10

ア
ー
ル
程
度
の
農
場
﹁
み
ど

り
の
学
校
フ
ァ
ー
ム
﹂
を
設

置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。﹁
学

校
フ
ァ
ー
ム
﹂
と
は
、
学
校
を

単
位
に
遊
休
農
地
等
を
活
用

し
て
、
児
童
・
生
徒
に
一
連
の

農
作
業
体
験
の
場
を
提
供
し
、

自
然
の
恩
恵
や
食
に
関
わ
る

人
々
の
様
々
な
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
来
年
度
、
実
施
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
各
学

校
の
事
業
計
画
を
尊
重
し
な

が
ら
、
農
園
、
指
導
者
の
確

保
、
立
地
条
件
、
農
業
機
械
の

借
用
、
交
通
安
全
等
色
々
な

面
で
も
検
討
を
し
た
い
。
特

に
計
画
的
・
継
続
的
に
農
地

を
確
保
す
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

◆
保
存
樹
木
損
害
賠
償
責
任

　
保
険
の
加
入
は

問
　
３
月
議
会
で
、
先
進
地

の
調
査
を
も
と
に
地
権
者
に

意
見
調
査
を
行
う
と
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

答
　
都
市
計
画
課
長
　
先
進

自
治
体
の
調
査
研
究
は
行
っ

て
い
る
が
、
町
の
方
針
が
煮

詰
ま
っ
て
お
ら
ず
、
あ
る
程

度
提
案
を
も
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
し
た
い
の
で
、
現
段
階

で
は
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。

◆
農
業
行
政
に
つ
い
て

問
　
３
月
議
会
で
、
農
業
改

善
事
業
の
補
助
対
象
に
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
加
え
る
こ

と
、
ま
た
認
定
農
業
者
に
つ

い
て
は
、
二
戸
で
は
な
く
一

戸
で
あ
っ
て
も
補
助
申
請
で

き
な
い
か
の
質
問
に
対
し
て
、

農
家
組
合
長
会
議
等
で
意
見

を
伺
う
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
は
。

答
　
産
業
振
興
課
長
　
ま
だ

意
見
調
査
を
実
施
し
て
い
な

い
。
今
後
、
農

家
組
合
長
を

通
し
て
各
農

家
組
合
の
方

に
補
助
制
度

に
つ
い
て
の

意
見
を
聞
き
、

検
討
し
て
い

き
た
い
。

︿
そ
の
他
の
質

問
﹀ 

食
育

推
進
計
画
の

進
捗
状
況 

教
育
フ
ァ
ー

ム
に
つ
い
て

答
　
総
務
課
長
　
１
０
８
人

で
33
％
で
あ
る
。

※

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
14
施
設
に
15

箇
所
と
思
う
が
、
他
に
は
な

い
か
。

答
　
財
政
課
長
　
そ
の
と
お

り
だ
が
、
補
正
予
算
で
文
化

会
館
に
１
台
予
定
し
て
い
る
。

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
修
了
職
員

の
名
札
等
に
救
命
手
当
有
資

格
者
シ
ー
ル
を
貼
付
し
、
意

識
改
革
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
総
務
課
長
　
大
変
よ
い

提
案
だ
が
、
消
防
署
の
動
向

等
を
見
守
り
た
い
。

◆
寄
付
採
納
後
の
道
路
の
取

　
り
扱
い
に
つ
い
て

問
　
私
道
持
ち
分
を
、
町
に

採
納
手
続
き
を
し
て
か
ら
登

記
完
了
ま
で
の
期
間
は
。

答
　
道
路
下
水
道
課
長
　
２

週
間
ほ
ど
で
完
了
す
る
。

問
　
登
記
完
了
前
に
工
事
に

着
手
で
き
な
い
か
。

答
　
道
路
下
水
道
課
長
　
難

し
い
と
思
う
が
、
極
力
早
く

着
工
し
た
い
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ

自
動
体
外

式
除
細
動
器

と
は

突

然
心
停
止
状
態
に
陥

た
時

心
臓
に
電
気

シ
奣
兊
ク
を
与
え
て

正
常
な
状
態
に
戻
す
医

療
機
器

体育館に設置しているＡＥＤ

学校行事になっている芋掘り（上富小）

子
ど
も
が
主
役
の

　
　
　
教
育
環
境
整
備
を
！

中
学
校
の
通
学
区
選
択
の
自
由
化
推
進

公
明
党
　
内
藤
美
佐
子
　

公明党　岩城桂子

地球温暖化対策で、

公共施設に緑のカーテンの設置を

毎年７月７日はクールアースデー

問
　﹁
指
定
校
変
更
承
認
申
請

書
﹂
を
提
出
す
る
前
に
、
希
望

す
る
児
童
・
保
護
者
が
部
活

動
を
見
学
す
る
機
会
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
７
月

上
旬
に
﹁
指
定
校
変
更
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
﹂
を
全
小

学
６
年
生
に
配
布
す
る
こ
と

と
し
、
夏
休
み
期
間
の
部
活

動
見
学
を
可
能
に
し
た
。

問
　
指
定
校
変
更
で
は
自
転

車
通
学
は
認
め
な
い
と
さ
れ

た
が
、
三
芳
中
学
校
で
は
距

離
条
件
で
認
め
て
い
る
。
同

じ
条
件
下
の
指
定
校
変
更
生

徒
に
認
め
な
い
の
は
不
公
平
。

距
離
・
経
路
に
よ
っ
て
認
め

る
べ
き
で
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
生
徒

の
登
下
校
時
の
安
全
を
第
一

と
考
え
、
校
長
会
に
お
い
て

も
﹁
指
定
校
変
更
で
は
認
め

な
い
﹂
と
方
針
を
決
め
た
。

◆
三
芳
中
に
柔
道
部
を
！

問
　
三
芳
中
に
外
部
指
導
者

を
迎
え
、
要
望
の
あ
る
柔
道

部
及
び
吹
奏
楽
部
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
部
活

動
の
設
置
は
各
学
校
の
経
営

方
針
に
よ
る
。
生
徒
・
教
諭
人

数
が
少
な
く
新
部
設
置
に
は

顧
問
が
配
置
で
き
な
い
。

◆
通
学
区
は
選
択
可
能
に

問
　
彩
の
国
教
育
改
革
会
議

は
﹁
自
分
の

行

く

学

校

を

自

分

の

適

性

で

選

べ

る

よ

う

に
す
る
﹂
と

答
申
。
一
部

の

市

で

は

中

学

入

学

で

推

進

さ

れ

て

い

る

が
、
本
町
の

対
応
は
。

答

　
教
育

長

　

通

学

区

の

自

由

化

に

は

メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
が

あ
り
、
本
町
に
お
い
て
は
推

進
し
て
い
な
い
。

◆
廃
棄
処
分
は
や
め
よ
！

問
　
粉
ミ
ル
ク
や
紙
お
む
つ

等
々
の
災
害
用
備
蓄
品
は
賞

味
期
限
・
有
効
期
限
切
れ
で

処
分
さ
れ
て
い
る
が
、
有
効

利
用
で
き
な
い
か
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
賞

味
・
有
効
期
限
を
残
し
早
め

に
入
れ
替
え
る
こ
と
で
、
有

効
利
用
し
た
い
。

︿
そ
の
他
の
質
問
﹀
民
間
保
育

所
へ
の
運
営
補
助
と
保
育
士

給
与
直
接
補
助
に
つ
い
て

問
　
近
年
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
よ
る
都
市
型
災
害
や
、

集
中
豪
雨
な
ど
地
球
温
暖
化

対
策
は
待
っ
た
な
し
。
環
境

基
本
計
画
に
対
す
る
当
町
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
す
べ

て
の
施
設
で
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
な
ど
、
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
向

け
て
努
力
し
て
い
る
。

問
　
学
校
教
育
に
対
す
る
エ

コ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
状
況
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
夏
・

冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
に
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
・
家
族

や
職
員
が
参
加
し
て
い
る
。

問
　
公
共
施
設

に
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
設
置
は
。

答
　
財
政
課
長

　
総
合
体
育
館

の
西
側
に
設
置

の
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。

答
　
教
育
総
務

課
長
　
学
校
に

つ
い
て
は
、
安

全
性
を
第
一
に

学
校
側
の
要
望

が
あ
れ
ば
協
力

し

て

い

き

た

い
。

◆
体
験
農
園

　
の
推
進
は

問
　
団
塊
世
代
な
ど
、
体
験

農
園
の
利
用
を
望
む
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
遊
休

農
地
の
活
用
で
町
の
窓
口
対

応
は
ど
う
か
。

答
　
産
業
振
興
課
長
　
農
地

所
有
者
５
名
の
方
が
貸
し
て

も
よ
い
と
の
調
査
結
果
が
あ

る
。
市
民
農
園
で
も
よ
い
と

な
れ
ば
話
を
進
め
た
い
。

◆
三
芳
町
男
女
共
同
参
画
推

　
進
条
例
の
制
定
を

問
　
各
審
議
会
等
の
女
性
登

用
や
、
子
育
て
講
座
・
父
子
手

帳
の
配
布
、
ま
た
条
例
の
制

定
は
ど
う
か
。

答
　
総
務
課
長
　
各
担
当
課

と
連
携
を
取
り
推
進
し
て
い

く
。
条
例
に
つ
い
て
は
、
町
内

の
現
状
を
把
握
し
研
究
し
て

い
き
た
い
。

◆
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て

問
　
三
芳
町
高
齢
者
事
業
団

の
職
種
・
職
域
の
拡
充
は
。

答
　
高
齢
者
支
援
課
長
　
会

員
募
集
や
説
明
会
を
行
い
、

拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
収
益
事
業
と
し
て
腐
葉

土
の
販
売
の
取
り
組
み
は
。

答
　
町
長
　
い
ろ
い
ろ
課
題

も
あ
り
研
究
し
て
い
き
た
い
。

朝霞市立総合体育館の緑のカーテン

防災倉庫の備蓄品
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問
　
国
は
、
消
防
の
広
域
化

を
推
し
進
め
る
た
め
に
、
消

防
組
織
法
を
平
成
18
年
６
月

に
改
正
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

埼
玉
県
は
、
県
内
に
あ
る
消

防
本
部
を
36
か
ら
７
本
部
に

す
る
と
発
表
。

　
消
防
組
織
法
第
６
条
で
は
、

﹁
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の

区
域
に
お
け
る
消
防
を
十
分

果
た
す
べ
き
責
任
を
有
す
る
﹂

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
市
町

村
の
自
治
体
消
防
の
原
則
が

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
市
町

村
の
責
任
は
大
き
い
と
思
う
。

問
　
法
改
正

に
対
し
て
、
衆

参
両
院
よ
り

付
帯
決
議
が

な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容

に
﹁
市
町
村
の

自
主
性
を
損

な
わ
な
い
よ

う
に
す
る
こ

と
﹂
並
び
に

﹁
現
職
の
消
防

職
員
等
に
情

報
を
開
示
し
、

そ
の
意
見
の

反
映
が
図
ら

れ
る
よ
う
に

指
導
す
る
こ

と
﹂
と
あ
る

が
、
ど
う
と
ら
え
る
か
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
市
町

村
で
十
分
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
。
ま
た
、
消
防
職
員
に

情
報
を
伝
え
、
意
見
を
聞
く

こ
と
が
必
要
と
思
う
。

問
　
消
防
力
の
整
備
指
針
で

は
、
火
災
発
生
か
ら
６
・
５
分

以
内
に
消
化
活
動
が
開
始
で

き
る
よ
う
に
消
防
署
が
配
置

さ
れ
て
い
る
が
、
広
域
化
で

は
消
防
本
部
が
大
幅
に
減
る
。

そ
の
た
め
に
、
署
所
も
減
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
火
災
現
場
等

へ
の
到
着
時
間
が
遅
く
な
り
、

今
よ
り
も
消
火
活
動
が
遅
く

な
る
心
配
も
大
き
い
。
よ
っ

て
、
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
を
火
災
か
ら
保
護
す
る
た

め
に
、
消
防
の
広
域
化
は
す

べ
き
で
は
な
い
。

　
町
民
へ
の
公
平
な
情
報
提

供
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
町
長
　
本
町
は
、
広
域

消
防
で
あ
る
。
今
、
私
は
消
防

管
理
者
で
あ
り
、
見
解
を
述

べ
る
の
は
差
し
控
え
た
い
。

◆
Ｉ
Ｃ
に
大
型
車
は
や
め
て

問
　
多
く
の
上
富
・
北
永
井

地
域
住
民
は
、
大
型
車
通
行

は
や
め
て
と
願
っ
て
い
る
が
。

答
　
総
合
政
策
室
長
　
通
行

可
能
か
否
か
調
査
等
を
行
う
。

問
　
平
成
19
年
度
の
町
税
の

収
入
未
済
額
、
収
納
率
は
。

答
　
収
税
課
長
　
収
入
未
済

額
は
２
億
９
９
６
０
万
円
、

収
納
率
は
約
96
％
。

問
　
収
納
率
の
目
標
値
は
あ

る
の
か
。

答
　
収
税
課
長
　
前
年
度
を

下
回
ら
な
い
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。

問
　
収
納
率
を
高
め
る
た
め

の
方
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
実
行
し
て
い
る
か
。

答
　
収
税
課
長
　
夜
間
電
話

催
告
、
夜
間
臨
宅
徴
収
を
し

て
い
る
。
個
人
町
県
民
税
に

限
り
、
県
と
の
共
同
催
告
、
県

税
事
務
所
職
員

と
共
同
徴
収
等

を

行

っ

て

い

る
。

問
　
平
成
19
年

度
の
給
食
費
の

収
入
未
済
額
、

収
納
率
は
。

答
　
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
　
収

入
未
済
額
は
１

６
７
万
円
、
収

納
率
は
約
99
％
。

問
　
収
納
率
の

目
標
値
は
あ
る

の
か
。

答
　
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
　
全

額
収
納
を
目
指

し
て
い
る
。

問
　
資
料
で
は
平
成
19
年
度

の
保
育
料
及
び
学
童
保
育
料

の
収
入
未
済
額
、
収
納
率
は

各
々
、
５
４
４
万
円
、
約
95

％
、
２
１
４
万
円
、
約
88
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
収
納
率
の

目
標
は
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
保

育
で
99
％
、
学
童
保
育
で
97

％
を
目
標
と
し
て
い
る
。

問
　
平
成
19
年
度
の
学
童
保

育
料
の
未
済
額
が
、
平
成
18

年
度
か
ら
40
万
円
増
加
し
て

い
る
が
、
原
因
を
把
握
し
て

い
る
か
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
原

因
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
　
収
入
未
済
額
が
平
成
19

年
度
の
財
政
に
与
え
た
影
響

は
ど
の
程
度
か
。

答
　
財
政
課
長
　
収
入
未
済

額
は
当
初
予
算
を
下
回
っ
た

た
め
、
影
響
は
な
か
っ
た
。
今

後
も
収
納
率
を
向
上
さ
せ
て

い
く
。

問
　
滞
納
者
を
一
元
管
理
し

て
い
る
か
。

答
　
収
税
課
長
　
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

険
税
等
の
滞
納
者
は
一
元
管

理
し
て
い
る
。

大空　山口正史　

日
本
共
産
党
　
吉
村
美
津
子
　

国
の
押
し
つ
け
る
消
防
の
広
域
化

︵
合
併
︶
は
や
め
る
べ
き

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
大
型
車
の
導
入
は
や
め
て
！

三芳町の収入未済額について

収納状況と収納率アップの推進

問
　
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
導
入
な
ど
に
よ

る
国
保
会
計
へ
の
影
響
は
。

答
　
住
民
課
長
　
75
歳
以
上

の
加
入
者
が
抜
け
る
こ
と
で

保
険
税
収
入
が
減
る
が
、
退

職
者
医
療
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

か
わ
っ
て
前
期
高
齢
者
交
付

金
が
入
る
。
歳
出
面
で
は
、
老

人
保
健
拠
出
金
が
な
く
な
り

後
期
高
齢
者
支
援
金
を
支
出

す
る
が
、
大
幅
な
負
担
軽
減

と
な
り
、
約
７
７
０
０
万
円

程
度
の
黒
字
に
な
る
模
様
だ
。

問
　
国
保
は
高
齢
者
や
非
正

規
雇
用
の
加
入
者
が
多
く
、

平
均
所
得
が
低
い
う
え
医
療

費
が
高
額
に
な
る
た
め
、
税

の
負
担
は
社
会
保
険
な
ど
に

比
べ
て
約
２
倍
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
以
上
の
値
上
げ
は

や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
住
民
課
長
　
値
上
げ
を

決
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
今

後
の
社
会
情
勢
等
を
見
極
め

て
判
断
す
る
。

◆
資
格
証
の
発
行
中
止
を

問
　
資
格
証
受
給
者
が
医
者

に
か
か
れ
ず
、
手
遅
れ
で
死

亡
す
る
例
が
相
次
い
で
い
る
。

正
規
保
険
証
受
給
者
と
の
受

診
率
の
違
い
は
。

答
　
住
民
課
長
　
正
規
の
保

険
証
受
給
者

は
、
年
に
１
人

当
た
り
15

回

以
上
受
診
。
資

格
証
受
給
者

は
０
・
２
回
と

な
っ
て
い
る
。

問

　
厚
生
労

働
省
が
、
資
格

証
発
行
世
帯

に
子
ど
も
が

い
る
か
ど
う

か
、
全
自
治
体

の
調
査
を
行

う
。
面
接
を
基

本
に
納
税
相

談
を
し
、
資
格

証
の
発
行
は

中
止
す
べ
き

で
は
。

答
　
住
民
課
長
　
納
税
相
談

は
い
つ
で
も
受
け
て
い
る
。

面
接
で
き
な
い
方
が
い
る
の

で
苦
慮
し
て
い
る
。

◆
町
立
保
育
所
の
充
実

問
　
老
朽
化
し
た
第
１
保
育

所
を
新
設
す
る
た
め
の
用
地

確
保
、
規
模
と
建
築
方
式
は
。

答
　
町
長
　
現
在
地
か
ら
南

に
行
っ
た
所
を
予
定
し
て
い

る
が
、
決
ま
っ
て
い
な
い
。
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
財

政
負
担
の
問
題
も
考
慮
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
地
球
温
暖
化
対
策
で
は

で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ

て
み
る
姿
勢
が
必
要
だ
。
町

の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
空
調

28
度
設
定
、
昼
休
み
消
灯
、

ノ
ー
残
業
な
ど
様
々
だ
。

　
住
民
み
ん
な
が
異
常
気
象

に
不
安
を
募
ら
せ
、
対
策
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
。
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
は
緊
急
の
課

題
だ
。
富
士
見
市
の
実
行
計

画
の
よ
う
に
、
三
芳
町
で
も

取
り
組
み
の
体
系
化
、
目
標

と
行
動
計
画
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
環
境

基
本
計
画
を
受

け
て
、
自
前
で

来
年
秋
口
に
は

地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
を

策
定
す
る
考
え

で
い
る
。

問
　
太
陽
光
発

電
な
ど
で
先
進

の

川

越

市

で

は
、
昨
年
12
月

議
会
で
条
例
化

し
、
﹁
無
理
な

く
、
抵
抗
な
く
、

自
然
体
で
﹂﹁
百

の
議
論
よ
り
１

つ
の
行
動
﹂﹁
市

が
率
先
し
て
実

行
し
市
民
へ
広

げ
る
﹂
の
姿
勢

で
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い

る
。
ど
う
思
う
か
。

答
　
町
長
　
計
画
書
も
必
要

だ
が
、
実
行
が
大
切
だ
と
思

う
。
で
き
る
こ
と
か
ら
住
民

と
と
も
に
取
り
組
み
た
い
。

◆
大
き
な
公
園
づ
く
り
を

問
　
５
６
５
人
が
１
７
１
ha

の
雑
木
林
を
所
有
さ
れ
て
い

る
。
う
ち
町
内
所
有
者
57
％
、

町
外
43
％
だ
。
身
近
な
雑
木

林
が
手
入
れ
さ
れ
ず
、
不
法

投
棄
の
場
所
に
も
な
っ
て
い

る
。
三
芳
町
全
体
の
緑
を
視

野
に
入
れ
、﹁
︵
仮
称
︶
三
芳
町

の
原
風
景
の
維
持
管
理
保
全

に
関
す
る
条
例
﹂
等
を
つ

く
っ
て
町
の
姿
勢
を
明
確
に

し
、
す
べ
て
の
所
有
者
を
対

象
に
、
雑
木
林
を
﹁
買
う
﹂﹁
借

り
る
﹂
こ
と
で
、
住
民
と
の
協

働
で
大
き
な
公
園
づ
く
り
に

踏
み
出
す
こ
と
を
求
め
た
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
方
向
と
し
て
は

同
感
だ
。
所
有
者
の
協
力
は

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
、

手
間
の
か
か
る
仕
事
を
誰
が

や
る
か
だ
。
今
や
っ
て
い
る

北
永
井
の
市
民
管
理
制
度
の

推
移
を
見
て
み
た
い
。

地球温暖化対策や

大きな公園づくりを住民協働で

まちづくり懇話会の意見を活かして

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
値
上
げ
は
や
め
よ
！

資
格
証
受
給
者
は
医
者
に
か
か
っ
て
い
な
い

日
本
共
産
党
　
杉
本
し
げ
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